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アジェンダ
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1.衛星部品・コンポーネントの国内外最新動向

2.コンポーネント等の提供実現に必要な取組み
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宇宙産業の全体像

衛星開発・製造における衛星市場の動向について解説

•出所：SPACETIDE「COMPASS Vol.1」

ご説明範囲

1.衛星市場

2.部品・
コンポ市場
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衛星の用途について

出典：Deloitte Tohmatsu Consulting_Glavity Challang資料

人工衛星から得た地上では取得し難いデータを活用し、様々な分野での活用が期待されている

鉱山開発 軍事利用 農水産業
金融

（銀行・保険等）

通信インフラ ライフサイエンス 海洋 旅行



6 6©2021 Space BD Inc., All Rights ReservedConfidential

超小型～小型衛星の定義

出典：SpaceWorks 「Nano/Micro Satellite Markets Forecast 2020」

～100kgサイズのものが、(超)小型衛星と一般的に定義されている。
技術革新で人工衛星は小型化が進み、Cubesat（1U～6U、12U）と呼ばれるサイズの衛星を中
心として、新規参入者が増加傾向にある
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衛星事業者のトレンドについて

出典：SpaceWorks 「Nano/Micro Satellite Markets Forecast 2020」

これまで官需が主体であったが、今後は民間衛星事業者の割合いが増加する見込み。
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衛星メガコンステレーションイメージ*1

衛星メガコンステレーションとは、地球低軌道に数百基以上の衛星が地球を囲うように配備され
る構想を指し、これら構想を検討するプレーヤーが増えている

*1: SpaceNews ”One year after kickoff, OneWeb says its 700-satellite constellation is on schedule”(2016/7/6),Peter B. de Selding著 より抜粋

このような衛星メガコンステレーションは、衛星製造・打上げコストの下落、衛星開発技術の進歩、
通信需要の増大・多様化、を背景に需要が高まっている
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世界中の官民コンステレーションプレイヤー

SpaceXやOnewebに代表される世界各国のプレイヤーが、数十~数千個の衛星を同時に運用す
るコンステレーションにより、通信やリモートセンシングを計画している

出典：令和元年経済産業省委託「宇宙状況把握データプラットフォーム形成に向けた各国同行調査」（アストロスケール）
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宇宙産業の全体像

衛星開発・製造に活用される部品・コンポーネントの動向について解説

ご説明範囲

1.衛星市場

2.部品・
コンポ市場

出典：出所：SPACETIDE「COMPASS Vol.1」
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衛星部品・コンポの構成

出典：経産省「宇宙用部品・コンポーネントに関する総合的な技術戦略」より引用

衛星には様々な部品・コンポが活用されており、現時点では多くの衛星事業者が個別に作成し
ているものも多く、今後汎用化が進んでいくことが予想されている
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当社の過去事例調査による現状

当社のこれまでの実績を基にした調査では、日本における衛星部品・コンポーネントが海外調達
に頼っている現状が明らかになった

衛星部品・コンポの80%は外部調達に頼っている 海外からの調達が80%以上
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17%

海外 国内

*1:超小型衛星における支援実績よりSpacec BD作成
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衛星部品・コンポ市場の課題

出典：経産省「宇宙用部品・コンポーネントに関する総合的な技術戦略」より引用

経産省が実施した調査においても、当社調査と同様に高い海外依存度が問題となった
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衛星部品・コンポ市場の課題

出典：経産省「宇宙用部品・コンポーネントに関する総合的な技術戦略」より引用

高い海外依存度の原因としては、日本国内においては官需依存であることから、企業が市場性
を考慮した製品設計を十分に行えていないことが挙げられている
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衛星部品・コンポ市場の課題

出典：経産省「宇宙用部品・コンポーネントに関する総合的な技術戦略」より引用

また、これらの要因が複合的に関連し、負の連鎖を起こしている状況と言われている
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衛星部品・コンポ市場の課題_纏め

宇宙機器産業に参入するための最も大きな壁は宇宙空間での実績有無であるが、市場ニーズ
の把握や実績を獲得するための開発段階における試験方法などの情報非対称性も大きな課題
と当社は考えている

主
な
タ
ス
ク

全体を通して、確立された検証プロセス
がなく、個別部品/コンポ別に検証試
験を検討していく必要があり十分な知

見を有していない場合、
試験と開発を何度も繰り返し、

高価格化・長納期化の原因となる

➢求められる要求仕
様策定
衛星事業者から求
められる要件を確認
し、自社の強みも考
慮した上で、仕様を
確定させる

➢試作品製造
試験に使用する試
作品（エンジニアリン
グモデル）を作成
宇宙環境に適したカ
スタマイズが求めら
れる

➢宇宙環境を模擬し
た試験を実施
ロケットの振動・真空
状態・放射線・衝撃
などの特殊環境にお
ける実証を地上で行
う

【Step.1】
設計

【Step.2】
開発段階

【Step.3】
環境性試験

➢宇宙環境での稼働
実績作り
宇宙空間に実際に
打ち上げを行い、正
常に稼働した実績デ
ータを入手する必要
あり

【Step.4】
軌道上実証

➢宇宙環境で正常に
機能するかの検証を
実施
宇宙空間での稼働
した実績データがあ
ることが販売の大前
提

【Step.5】
販売

打ち上げ機会が
限定的かつハー

ドルが高く、
実績が積み上が

らない

課
題

打ち上げ実績の
ある部品・コンポ
が少なく、市場
ニーズ情報が入

って来ない

衛星事業者のニ
ーズが得られに
くく、市場性を考
慮した製品設計

が困難

出典：Space BD作成

悪循環が発生

必須条件
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衛星部品・コンポ市場の課題_当社ソリューション

当社祖業である実証機会の提供を軸に、様々な情報を公開し、幅広い事業領域に展開しており、
衛星部品・コンポを開発するためのEnd to Endソリューションをご提供可能

幅広い事業領域とコネクションのある当社だからこそ実現できるEnd to Endソリューション

主
な
タ
ス
ク

➢求められる要求仕
様策定
衛星事業者から求
められる要件を確認
し、自社の強みも考
慮した上で、仕様を
確定させる

➢試作品製造
試験に使用する試
作品（エンジニアリン
グモデル）を作成
宇宙環境に適したカ
スタマイズが求めら
れる

➢宇宙環境を模擬し
た試験を実施
ロケットの振動・真空
状態・放射線・衝撃
などの特殊環境にお
ける実証を地上で行
う

【Step.1】
設計

【Step.2】
開発段階

【Step.3】
環境性試験

➢宇宙環境での稼働
実績作り
宇宙空間に実際に
打ち上げを行い、正
常に稼働した実績デ
ータを入手する必要
あり

【Step.4】
軌道上実証

➢宇宙環境で正常に
機能するかの検証を
実施
宇宙空間での稼働
した実績データがあ
ることが販売の大前
提

【Step.5】
販売

必須条件

◼ 全世界の宇宙
機関・衛星事
業者とのリレー
ションを基にし
た市場情報を
ご提供

◼ 50機以上の人工衛星打上げで培っ
た知見を基に伴走型で衛星部品・コ
ンポ開発を支援

◼ 安全審査などの顧客から求められる
要件を基に試験計画策定から実行
支援まで実施

◼ JAXAから事業
者選定を受け
た様々な実証
機会を提供

◼ 商社として国
内外問わず、
実績を積んだ
部品・コンポの
販売を支援

弊
社
サ
ー
ビ
ス

①市場情報の提供 ②開発・試験実行支援 ③実証機会提供 ④商社機能

出典：Space BD作成
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国内外に広がるコネクション

国内外の様々なプレイヤーとのコネクションを保有している

出典：Space BD作成



19 19©2021 Space BD Inc., All Rights ReservedConfidential

これからの宇宙産業に求められる動き

宇宙産業はまだまだ未成熟であり、Product Out発想により個別製品を売り込む戦略を描いても
成功しない場合が多く、一丸となってマーケットを創造していく動きが求められている

(出所)内閣府宇宙室「宇宙ビジネス拡大に向けた 内閣府の取組」2020年11月20日

【当社の見解】

◼ 宇宙産業はこれから成長が見込まれるもの
の、現状においては、参入に当たっては「宇
宙での実証実績」が求められる一方、大き
な売り上げ獲得に至らないケースが多い

◼ 個別企業の営業努力だけでなく、一丸とな
って日本の技術力の粋を集め、新たなマー
ケットを創造していくことが肝要
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アジェンダ

宇宙産業への参入に向けた取組み等

1.衛星部品・コンポーネントの国内外最新動向

2.コンポーネント等の提供実現に必要な取組み
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将来の事業化を見据えたレポートを作成するため、事前調査と通じた有望セグメント仮説の構
築を行い、現地調査を実施する

イ
メ
ー
ジ

セグ
メント

①

競
合

②

③

④

⑤

・・・

需
要

技
術

〇

〇

〇

×

〇

-

〇

〇

×

〇

×

-

〇

×

〇

〇

×

-

ランクA

ランクB

ランクC

ランクA

ランクC

-

有望度

事前調査

Step.1

現地調査

Step.2

レポート化

Step.3

当社の過去実績やコネクションを活
かし、公開情報では調査が難しい現
状の市場分析や技術動向を収集・分
析し、有望セグメント仮説を構築

Step.1で導出された仮説を基づき、
県内企業様にヒアリングする
※経験や勘に基づく調査ではなく、
ファクトに基づいた調査を実施する必要が
ある

失敗しがちなアプローチ

プロダクトアウト思考
（＝結局売れない）

XXが出来る
XXが得意

・・・

XXを作ろう！

目指すアプローチの姿

マーケットイン思考
（＝ニーズに基づく）

XXが売れる
XXが必要

・・・

XXを作ろう！

Step.2:ヒアリング内容に基づき今後
の事業化を見据えたロードマップを県
内企業毎のレポート作成

レポート①

XX株式会社

目次（例）

✓ ヒアリング内容

✓ 事業化アイデア

✓ 今後のロードマップ

✓ ・・・

県内企業が宇宙市場に参入する際の勝ち筋が明確となり、新規顧客開拓につながる

今後の進め方イメージ
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Step.1：事前調査の進め方（案）

将来の事業化を見据えたレポートを作成するため、事前調査と通じた有望セグメント仮説の構
築を行い、現地調査を実施する

人工衛星製造
市場概観

サプライヤーの競
合環境

既存プレイヤーの
参入経緯

市場参入に

向けた示唆

宇宙輸送の安全審査や打上オペレーションを担当
してきたインサイダーとしての知見をふまえ、人工衛星製
造市場の動向をマーケット・技術両面で調査

既存サプライヤーのシェア・特徴を実績ベースで
調査し、宇宙領域に未参入の企業が参入しうる
セグメント（コンポーネント単位）を特定

国内外に広がる顧客ネットワークから既に参入に成功し
ている企業へのヒアリングを行い、他産業のどのような技
術が宇宙産業でも活用し得るのかを特定

宇宙開発現場の声を元に有望顧客の洗い出しや、市場参入のシナリオ策定、

取るべきアクションプランを整理し、県内企業の顧客獲得のきっかけとする

• 机上調査

• 担当者知見

• 既存衛星の利用実態調査

• 有識者へのヒアリング

• 机上調査

• 既存プレイヤーへのヒアリング

狙い 調査のアプローチ
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Step.1：レポートのコンテンツ（案）

現在構想中のレポートでは、以下のようなコンテンツを想定しております

一章

二章

三章

参考資料

位置づけ

衛星市場動向
衛星打上げ機数（現状と
予測）/市場規模/変化点

部品・コンポ
市場動向

現状課題/プレイヤ動向/
取り組み事例

参入に向けた提言
必要となる技術/求めら

れる心構え/進め方

参考情報
そもそも宇宙・衛星とは/

他業界との共通点

主なコンテンツ

✓ 宇宙産業の全体像
✓ サイズ毎の現状/将来の打上げ機数
✓ 国内外の主な衛星事業者（特にコン

ステ企業の動向）

✓ 現状課題の整理
✓ 国内外の既存プレイヤーとその戦略
✓ 非宇宙企業の取り組み事例/狙い

✓ 想定される参入パターン
✓ 求められる技術・品質保証
✓ 今後の進め方

✓ 衛星の種類等の基本情報
✓ 月・火星等の深宇宙探査の動向
✓ 航空・自動車などとの構造上・歴史上

の対比

要旨とポイント

衛星市場の現在と将来について、
定量・定性情報を交えて解説

現状の衛星部品・コンポ市場の現
状や既存プレイヤーの動向を解説

1章と2章を踏まえ、今後取り得る
選択肢を明示し、宇宙業界参入に

向けた可能性を提示

これまで宇宙業界に馴染みがな
かった方々に向けての基礎情報や

他業界との比較を解説
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Step.1：事前調査の進め方（案）

各部品コンポのセグメント毎に有望度・難易度を示し、どのセグメントに取り組んでいくかをお話
をお伺いする企業様と議論します

【一次検証】

衛星事業者の
ニーズ動向は？

【二次検証】

求めらえる
技術レベルは？

XX次検証

競合他社は
どの程度いるか

部品コンポセグメント（例）

・・・・・

岐阜県の
皆様有望セグメント選定条件

（=目利き）
有望度：A

◼ 難易度：高、期待値：高

➢ 相当な技術力と手間が必要と
なり、かつ競合との競争が予
想されるが、将来的に安定的
な収益を確保できる見込みが
ある

◼ 難易度：中、期待値：中

➢ 相応の技術力と手間が必要と
なるが、参入することで将来
的に一定程度収益を確保でき
る見込みがある

◼ 難易度：低、期待値：低

➢ 比較的容易に関与することが
可能であるが、将来的な期待
値は低い

有望度：B

有望度：C

有望度（例）

各
社
様
の
ご
要
望
に
合
わ
せ
て
検
討
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Step.1：事前調査の進め方（案）

製品毎に異なるが、大まかにはサブシステムレベルが有望度が高いが参入障壁が高く、部品レ
ベルになると有望度が低いが参入障壁は低いものと考えている

有望度イメージ

【有望度：C】
容易に交換されうる領域であるが、参

入の障壁は比較的低い

【有望度：A】
共通バスなどのサブシステムレベルで
は、参入は困難であるが、デファクトス
タンダードを作ることで期待値が大きい

【有望度：B】
コンポレベルで製造することで、需要
量はサブシステムに比べると劣るもの

の、相応の期待値がある

衛星部品・コンポ以外にも、宇宙に関与する第一歩として、
製造分野に当社事業に協力事業として関与頂くことも可能
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企業・教育機関名 対象品

アダマンド並木精密宝石株式

会社

〈研究活用〉工業用ダイアモンド

京都大学 〈研究活用〉木材試験体とポリイミド樹脂

クラーク記念国際高等学校 〈記念品〉学校名のロゴパネルを刻印したア

ルミ板

Space SAGA 〈記念品〉地球と対話するフードシステム「ジ

オ・ガストロノミー」公式サイトへのQRコードを

刻印したアルミ板

損害保険ジャパン株式会社 〈記念品〉キャンペーンで抽選された方の思

い出の写真、同社公式キャラクターのジャパ

ンダを印刷したアルミ板

たんぽぽ計画
(宇宙生物学的プロジェクト)

〈研究活用〉微生物・有機物など

東亜合成株式会社 〈研究活用〉同社製品「アロンアルファ」の宇

宙実験装置

八戸工業大学第一高等学校 〈教育教材〉地域に伝わる昔話のキツネを

キャラクターデザインし、NCフライス盤で彫

刻した生徒手作りのアルミ板

伯Airvantis 〈記念品〉企業ロゴを刻印したアルミ板

仏Toucan Space 〈記念品〉有名人がサインした紙の束

ご参加頂いた企業一覧

スペースデリバリープロジェクト

※ExBASイメージ
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ご協力企業様のご紹介

企業名 ご協力内容

足立織物株式会社
耐宇宙環境性を持たない対象物品を保護するため、限りなく宇宙空間に近
いレベルで真空パッキングを委託

コアマシナリー株式会社
複雑なデザインをアルミ板に表現するため、同社が得意とする表面加工技
術を駆使し、様々な記念品となるアルミ板の製作を委託

相模塗装株式会社
記念品であるアルミ板が宇宙空間に曝露された後もデザインを保持するた
めに必要となる耐原子状酸素コーティングを委託

東亞合成株式会社
記念品であるアルミ板を保護するために必要となる、同社がJAXAと共同開
発した耐原子状酸素コーティング剤を提供

株式会社由紀精密 ExBASの側面部分の各対象物品を固定するための枠板の製造を委託

株式会社ウェルリサーチ
ExBASの温度を測定するために必要となる温度センサの接着作業など多岐
に渡る業務を委託

株式会社テイアイテイ 対象物品を格納するために必要となる布製のボックスの製造を委託

有限会社共創テクノ集団
木材暴露試験体を固定するためのアルミフレームおよびシャフトの加工を委
託

有限会社黒田工房 曝露用木材試験体の加工を委託

道総研 林産試験場 北海道大学雨龍
研究所

曝露用木材の提供
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ご協力企業様のご紹介

企業名 ご協力内容

足立織物株式会社
耐宇宙環境性を持たない対象物品を保護するため、限りなく宇宙空間に近
いレベルで真空パッキングを委託

足立織物様の卓越した真空パッキング技術で、

宇宙空間に極めて近い真空度でパッキング頂き、
ロール紙を曝露することが可能に

防災用圧縮毛布を
より小さくするための

技術を活用！

宇宙領域に初進出！
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ご協力企業様のご紹介

企業名 ご協力内容

コアマシナリー株式会社
複雑なデザインをアルミ板に表現するため、同社が得意とする表面加工技
術を駆使し、様々な記念品となるアルミ板の製作を委託

コアマシナリー様に全ての側面アルミ板作成を依頼

アルマイト処理や切削加工を用いて、

複雑なデザインも快くご対応頂いた

宇宙領域に初進出！

特殊な表面処理技術！
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ご協力企業様のご紹介

企業名 ご協力内容

東亞合成株式会社
記念品であるアルミ板を保護するために必要となる、同社がJAXAと
共同開発した耐原子状酸素コーティング剤を提供

相模塗装株式会社
記念品であるアルミ板が宇宙空間に曝露された後もデザインを
保持するために必要となる耐原子状酸素コーティングを委託

東亞合成様がJAXA殿と共同開発した
耐原子状酸素コーティングを相模塗装様で塗装を実施

コーティングによって綺麗な状態で宇宙から記念品が帰還！？

宇宙領域に初進出！
（相模塗装）

自動車塗装技術
を活用！
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参考）次回打上げに向けたご協力のお願い

次回（2022年中頃）の打上げに向けて、
弊社顧客であるたんぽぽ研究チーム様の宇宙に打ち上げる物品の製作を

お願い出来る先を探しております。
その他複数のお願い事項あり、宇宙への実績作りの第一歩として連携させて頂きたい
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Step.2：現地調査

貴社と共に二人三脚となって、参入を検討するため、既存事業モデル・技術力・過去実績を中
心にお話をお伺いできればと考えております

事業モデルとの
整合性

現状技術力
(強み)の

特定

過去実績

お伺いする概要

◼ 得意とする事業モデル

➢ 現在取り扱っている事業において、どのような
事業モデルを行っているか（例：月間XX個の高
単価品の扱い等）

➢ 海外との取引経験の有無

◼ 技術的な強みを活かせる領域があるか

➢ 具体的にどのような技術を保有しており、他社
と比較した上での強みを明確化する
（唯一無二の技術の保有）

➢ 保有している品質保証体制・資格(ISO等)

◼ 過去納入実績や納入経緯

➢ どのような方法でどの領域にどの部品で実績を
積み上げてきたか

➢ 宇宙領域での実績があればベストだが、航空・
自動車等の他分野でも親和性あり

回答例

◼ 設計が得意

➢ 要求仕様さえ貰えれば設計・
開発が可能

◼ 少量多品種の対応が得意

➢ 年間数個くらいが得意

◼ 精密加工

➢ 世界一の真円度が出せる

➢ アルミなら100㎜当たり
±0.1㎜程度を出せる

◼ XXプロジェクトに参画

➢ JAXAより声が掛かり、XXXと
いう特性のある部品を作成

上記ご希望を検討お願いします
併せて、どのようなことを行っていきたいか明確化しておいて頂きたい
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今後に向けてのマインドセット

宇宙産業は現時点では不確実性の高い市場であるため、当事者となる皆様の主体的な働きか
け・覚悟が最も重要。全力で進めて参りますので、是非ご一緒に頑張っていけたらと存じます

マーケットを知る 積極的に動く パイオニアになる覚悟

プロダクトアウト思考では継続
性がない（良いモノは売れるわ

けではない）

市場ニーズに基づいた、マー
ケットイン思考を心掛ける必要

がある

そのために様々な市場情報を
入手し、俯瞰的に戦略策定を

行うことが求められる

宇宙はまだまだこれから成長
していく市場であり、日進月歩
に日々状況が変わるので、常

に情報収集が必要

だが、特に宇宙産業は未知の
部分が強く、情報は自分で取

りに行く必要がある

どんな些細な需要でも取り逃
さず、取り組んでいくことでよ
り多くの情報が入ってくること
で、大きなビジネスへの繋がる

宇宙はこれから作っていくもの。
まだ明確な勝ち組はおらず、

全てのプレーヤーが困っている
状況。明確な市場はない。自
分で作っていく気概が必要

翻って言えば、誰もが将来のメ
インプレイヤーになるポテン

シャルを持っている

宇宙は不確実性の高い市場




